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改善方策

10月 2月

h
達成値

h
達成値

イ ロ ハ

・学力調査（標準学力調
査）の伸び

2ポイント
アップ ― 60% 60% C

目標値を、９／15（５教科×３学年）が達成
した。10／15が全国比を上回った。11／15
が年度初めよりポイント増加した。

「問いの工夫」と「協働的な学び」を位置づけた
授業づくり、R80を用いた表現力の育成、を日
常的に行う。 4 1

・昨年度より評価は上がっている。幅広い生徒がいる中で全体の学力を上げるのは並大抵
のことではないが、今後もたゆまぬ努力を続けていってもらいたい。
・2ポイントアップは評価できる。今後も何か仕掛ける工夫で学びの向上を図ってください。
・学級集団づくりの視点からの研究・実践を考えてみてはどうでしょうか？

・校内授業研究の実施
一人

1授業研究 ― 100% 100% A

・全教員が授業研究を実施した。
・「問いの工夫」と「協働的な学び」を研究協
議の柱として、授業づくりの改善に努めた。

・単元を通して、本質的な問いの解決に向かう
取組をする。
・R80（振り返り）を核とした授業デザインを行
う。

5

・皆さんで協議してブラッシュアップを図ってもらいたい。
・先生方の事前準備、生徒さんが意見を言える環境は素晴らしいと思いました。
・年度当初に計画した通りの取り組みができたことは大きな成果と評価できますので継続し
た取り組みをお願いします。

・問いや課題に対して自分
なりの考えを持ち表現して
いる生徒の割合（アンケー
ト）

80%以上 84% 79% 99% B

・１学年のみ75％と目標値を下回った。
・全体的に前期より肯定的評価が下がっ
た。

・めあての提示までのストーリーを大切にした
授業づくりをする。予想させて、結果を知りたく
なるような工夫を行う。 5

・思考は繰り返すことにより力がついてくるので根気よく進めていってほしい。
・中間評価と深くして達成度が下がったことは残念です。何か興味を持つことが少ないのか
もしれません。
・学習方法にまだ慣れない生徒がいるのでようか。書くのが苦手な生徒が取り組みやすい方
法があるとよいのかと思います。

・生徒同士の話し合いや協
働を通して自分の考えを深
めている生徒の割合（アン
ケート）

80%以上 84% 80% 100% A

・全体では目標を達成しているが、１学年は
76.2%である。
・協働的な学習に意欲的に取り組んでいる
生徒は、86.7％であった。

・多様な意見が出るような問いを設定し、切り
返し発問などを行いながら、話し合いたくなるよ
うな場面を増やす。 5

・協働的な学びあいは信頼関係があって生まれてくるので、環境づくりを大切にしていっても
らいたい。
・「根拠をもとに話し合い」したりすると話し合いで深める方法を知らないとかがあるのではと
感じます。

・自らの振り返りや他者と
の振り返りの共有により自
分の学びを深めている生
徒の割合80％以上

80%以上 82% 79% 99% B

・全体では目標を達成しているが、１、２学
年は目標値をやや下回った。
・振り返りは実施しているが、共有が不十分
であることが考えられる。

・R80（振り返り）の取組の充実に努める。
・他者と考えを共有することで、学びを深めてい
く。 5

・3年生の8割以上ができていると回答しているのは素晴らしいと思います。
・他社との共有については、「自分と似ている点」とか「違う点で面白い」などを感じて共有す
るとそのことで学びに興味がでるのではと思います。
今の授業スタイルに苦手意識を持っている生徒がどのくらいいるのか知ることができるとよ
いかもと思いました。

・学びの幅を広げるためにＩ
ＣＴ機器を効果的に活用し
ている生徒の割合（アン
ケート）

60％以上 86% 85% 142% A

・全学年目標値を上回ることができた。
・各教科や総合な学習の時間でのスライド
作成などに活用することができている。

・創作物作成時において、すぐAIに頼る場面が
あるので、ICTを効果的に使用する場面を適切
に指示することも必要である。

5

・AIが100％正しいことを解答するわけではないので、裏付けをとる、根拠を確認することの
大切さを学んでいってほしい。
・AIの回答をヒントに個性を生かせるのも楽しいかもしれません。
・AIはとても便利のよいシステムです。特に考える自身がないと依存度が高いと思います。
各自の思考を高める補助員としての使用にシフトされるよう指導する方が良いと思います。

・多様な学びの場・つなが
りの場の提供

個に応じ
た支援 100% 100% 100% A

・SSR利用だけでなく、放課後登校、ふれあい教
室、クロムブックのクラスルームでの交流、自宅
でリモート授業を受けたり等、居場所の幅が広
がった。
・SCやSSWとの連携、西、南小学校との連携が
支援に役立った。週1の生徒指導（うち月１で教
育相談委員会）を適切に運営することができた。

・今後も、不登校等生徒への支援に向けて、共
通理解を図りながら、適切な支援を組織的に
行っていく。

5

・授業へのアプローチの仕方が多種にわたって準備されているのを生徒・保護者に理解して
もらいチームとして進めていってもらいたい。
・個々に応じた対応をされており、次のステップに向かう環境は整えれれていると思いまし
た。
・不登校生徒については、一人ひとりの実情を把握し、その中での成長を評価することが大
事だと思います。全く来なかった生徒が１日でも投稿できれば大きな成長です。
・毎回伺うたびにどんどん充実していると思います。

・学校に行くのを楽しいと思
い生活している生徒の割
合
（生徒アンケート）

90% 91% 86% 95% B

・3年生は92.4％と目標を上回ったが、2年
生は88.1％、1年生は78.6％と目標を下回っ
た。

・毅然とした生徒指導を通して、安心・安全な学
校を作る。
・生徒会活動等の自治的活動により、学校生
活を自らの手で充実させていこうとする学校風
土をつくる。

5

・確かな学力の育成を通して学校生活の楽しさを実感できる雰囲気づくりを進めていっても
らいたい。
・アンケート結果として、１・2年生が目標値を下がっていたことは残念です。友達づくりであっ
たり、部活であったりと学校が楽しく思える環境を目指してほしい。

・あいさつ、時間、掃除につ
いて肯定的に自己評価す
る生徒の割合
（生徒アンケート）

90% 93% 91% 101% A

・全学年で91％ほどであり、目標を上回っ
た。
・自ら挨拶ができる生徒もいるが、挨拶をさ
れても返せない生徒、挨拶の声が聞こえな
い生徒もいる。

・マナー講座、授業前の挨拶練習などを通し
て、気持ちの良い挨拶を身につけさせる。
・生徒会の学校全体目標として挨拶の目標設
定を行う。 5

・挨拶が返せない生徒さんについて、何かを抱えていなければよいと思います。
・挨拶は家庭環境に繋がることが多いのではと感じています。目標を維持できるよう、私達
からの見本が大切と感じています。
・学校を訪ねたとき挨拶してくれる生徒が増えたという実感があります。また、地域の方も中
学生が挨拶してくれるようになったとの声も聞きます。

・地域や社会をよくするた
めに何をすべきか考えるこ
とがある生徒の割合。

60% 71% 63% 105% A

・全学年60％以上の生徒が肯定的な回答
をしており、目標を上回った。
・地域のボランティア活動に多くの生徒が参
加している。

・積極的にボランティア活動の周知をし、多くの
生徒が参加できるようにしていく。
・特別な教科道徳の授業を通して、郷土愛を育
む。

5

・ボランティア活動等を通して学校だけでは感じられない社会風土を感じて幅広い人間形成
をしていただきたい。
・学んだことを実践する場があれば、学校の取組が地域の方に伝わるのではないでしょう
か。

・教育活動に満足している
保護者の割合
（保護者アンケート）

85% 84% 86% 101% A

・目標値は達成できた。「あてはまらない」と
回答した保護者の割合が、前期アンケート
より１％だけ下がった。否定的回答の割合
を減少させるることが今後の課題である。

・今後も継続的に「丁寧な生徒指導」「きめ細や
かな対応」を校内全体で推進していく。

4 1

・多様な意見があろうかと思うが経営理念・ミッション・ビジョンを念頭に理解と協力を進めて
いってもらいたい。
・否定的な回答をもとに、評議員・地域の方と改善策を考えられるのはいかがでしょうか？

・ＨＰや各種たより、すぐー
るの内容がわかりやすいと
答えた保護者の割合。
（保護者アンケート）

80% 92% 91% 113% A

・定期的にHPの更新、各種便りを発行する
とともに、各担当者が丁寧に情報発信を
行ってきた。
・読み手を意識した内容づくりに努めた。

・今後もタイムリーな情報発信・情報提供に努
め、学校の様子が保護者にわかるようにしてい
く。

5

・すぐーるの導入により保護者への情報共有は進んでいると思う。
・達成度が目標値を上回っているということは、完成度の高い情報発信をされているという
事に繋がり高く評価できます。

・時間外勤務が月45時間
以内の職員の割合

80% 67% 72% 90% B

・中間報告に比べ、５％アップした。
・目標値には大きく届かなかったが、昨年度
より、最終退校時刻は早くなっている。

・三原市立学校の教育職員に関する業務量管
理・健康確保措置実施計画に基づき、働き方
改革のさらなる推進を図っていく。 4 1

・時短になるものを取り入れても、なかなか改善されない主な理由が気になります。
・勤務時間外の縮減に向け、頑張っておられる状況が数値で表れています。働き方改革の
実効性は評価できると思います。
・職場の雰囲気が良い方に変化し、仕事の効率も上がりつつあるのではないでしょうか？

・組織の一員として自分の
強みが生かせていると感じ
ている教職員の割合

80% 92% 100% 125% A

・目標を大きく上回り、全ての教職員が「強
みを生かせている」と回答した。
・職員間のコミュニケーションを図りながら、
風通しの良い職場環境づくりを全員で創り
上げた。

・「働きやすさ」と「働きがい」の両面が感じられ
る職場環境づくりを今後も追及していく。
・「チーム」を意識しながら、お互いカバーし合
いながら強固な組織づくりを行う。

5

・一人一人がチーム宮中として協力、共有していく意識を育てることが「働きやすさ」と「働き
がい」を実感できるようになっていくのではないかと考える。
・働きやすさ、働きがいの感じられる職場つくりに向けて頑張っておられることは大変評価で
きると思います。

　

　

令和7年度　学校評価表 （　最終　） 学校名　三原市立宮浦中学校

a 学校教育目標
未来を切り拓く「生きる力」を身につけ
た生徒の育成
 ～学び合い、高め合う宮中生～

b 経営理念
ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）
◎社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
　【ビジョン】（自校の将来像）
○　この先の社会に出た時に役立つ「生きる力」を育成する学校
○　社会に貢献できる自立した人間を育成する学校
○　生徒・保護者が本校で学ぶことを誇りに思える学校

自己評価 学校関係者評価

c 中期経営目標 d 短期経営目標 e 目標達成のための方策
f 評価項目・指標
（目標のめやす）

g
目標値

i
達成度

j
評価

k
結果と課題の分析

n
改善方策

l   評 価
m

コメント

確
か
な
学
力
の
育
成

育成すべき
資質・能力
（知識技能、
思考力・判断
力・表現力、
学びに向かう
人間性）を身
に着け、主体
的に学び合
い高め合う生
徒の育成

〇学力調査にお
いて、本年度全
学年・全教科全
国平均以上
〇学び合いによ
る、生徒同士の
高まり合い

・主体的で対話的な授業の
創造に向けて、校内授業研
究を実施する。（一人1授業
研究）
・協働的な学びや問いの工
夫を通して、授業改善を行
う。
・各種学力調査結果の分析
に基づき、課題を明らかにし
たうえで、短期PＤCAサイク
ルの基づいた学力向上に取
り組む。
・生徒が学習道具として、ＩＣ
Ｔ機器を、自ら選択し活用し
ながら学習の幅を広げる学
習機会を提供する。
（教職員のＩＣＴ機器活用、生
徒のＩＣＴ機器活用）

評価計画

豊
か
な
心
の
育
成

夢や希望を
抱き、社会に
貢献する気

概を持った生
徒の育成

○不登校生徒
発生の未然防

止
〇不登校等生
徒への支援の

推進
○自己有用感
の育成・充実し

た学校生活
○自己指導能

力の育成
〇郷土愛の育

成

・不登校等生徒への支援に
向けて、共通理解を十分
行った上で適切な支援に組
織的に取り組む。
・教室に限らず、多様な学び
の場、つながりの場を提供
する。
・生徒の自己有用感の育成
を目指し、各種学校行事や
生徒会活動等への主体的・
積極的な参加を促す。
・自己指導指導能力の育成
（挨拶・時間・掃除）
・郷土愛の育成

信
頼
さ
れ
る
学
校

生徒・保護者
が本校で学
ぶことを誇り
に思える学
校

○学校満足度
の向上
〇学校教育活
動の発信
○郷土愛の育
成
〇環境整備を推
進し、美しく働き
やすいづくり
〇働き方改革の
推進

・生徒・保護者・地域の方々
から信頼され、応援される教
育活動を行う。コミュニティ・
スクールの推進
・定期的、計画的な学校情
報の発信に努める。
・不祥事防止の取組を徹底
し、不祥事事案の発生をゼ
ロにする。
・勤務時間管理の徹底と勤
務時間・健康管理を意識し
た働き方改革の推進と働き
がいのある職場づくり

【j: 自己評価　評価】 【l:学校関係者評価　評価】

　A: 100≦(目標達成)　　 　B: 80≦(ほぼ達成)＜100 　イ：自己評価は適正である。　ロ：自己評価は適正ではない。

　C: 60≦(もう少し)＜80　　D: (できていない)＜60 　ハ：分からない。


